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第１章 　圏域の概況
か ん な

神流川圏域には、主要な河川として神流川、
あゆ

鮎川、
ぬ く い

温井川がある。鮎川は
かぶら

鏑川流域、

温井川は
からす

烏川流域であるが、洪水防除地域が神流川と同じ藤岡市であることから同一

圏域とした。

神流川は、その源を群馬県上野村の三国山に発し、深いＶ字谷を形成し中里村、万場

町を経て埼玉県との県境を縫うかたちで、左岸を群馬県鬼石町、藤岡市、新町、右岸を

埼玉県神泉村、神川町、上里町に接しながら流下し烏川に合流している。烏川との合流

点から 11.6km及び下久保ダムに係わる区間は国管理区間、それ以外が県管理区間とな

っている。鮎川は、
み か ぼ

御荷鉾山地の
つえたて

杖植峠に始まり神流川と似た河谷地形を形成し、藤岡

市のみを流域として鏑川に注いでいる。温井川は藤岡市内から新町を経て烏川に合流す

る市街地内の河川である。

圏域の地形は、その大部分が長野県、埼玉県の県境に位置する奥多野山地と標高約１

５００ｍの尾根が連なる御荷鉾山地で構成され、下流の一部に神流川と鮎川の扇状地が

広がっている。このため土地利用は、上流の大部分が山林で覆われ、下流の扇状地が畑、

水田、市街地として使用されている。

圏域の地質は、上流で古生代または中生代の砂岩・泥岩
ご そ う

互層、中流で古生代の黒色
へんがん

片岩・緑色片岩互層が多くを占めている。

圏域内の気候は、内陸性の気候で積雪が少なく、平均年間降水量は 1100~1200mmで

群馬県の他の流域と比較して少ない。年平均気温は万場で約 12℃である。

前述のような圏域の自然条件を背景として、上流の山林を抱える上野村、中里村、万

場町では、戦後の木材需要に合わせて、材木の販売、杉の植林が行われ、林業が発達し

た。万場町や鬼石町では、昭和の高度経済成長期において、三波石による庭石産業が急

速に伸びた。藤岡市では扇状地に堆積した粘土層を使い、古くは古墳時代の埴輪製作、

明治期以降は瓦を生産する窯業が発達した。

圏域全体では養蚕や製糸が江戸時代から行われており、藤岡市は江戸時代以前から養

蚕、製糸、絹織りまで一貫して行われており、周辺各地の絹の集荷地であると同時に周

辺各地での買い付けの拠点となっていた。新町には、明治以降いくつもの紡績所が開業

し製糸業が発展した。しかし、近年は化学繊維の普及等により、製糸業から食品業など

他事業への転換が進んでいる。

圏域の市街地として発展してきた藤岡市、新町部では、江戸時代には中山道の宿場町

が置かれ、明治 17年には鉄道が開通した。昭和 55年には関越自動車道の開通に伴い、

藤岡インターチェンジが完成し、平成 5年には藤岡ジャンクションで分岐する上信越自

動車道が開通するなど交通網の拠点となっている。

人口は、藤岡市が 6万人余と最も多く、次いで新町が 1万人余と続いている。人口の

経年変化は、藤岡市のみが増加傾向でその他の町・村は減少傾向であり、山間部では過

疎化・高齢化が進んでいる。
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上流域は清流、緑の森林等の豊かな自然を活かしたまちづくり・むらづくりを行なっ

ている。下流の藤岡市、新町は交通の拠点として恵まれた立地条件により、商工業の発

展、宅地化が進んでいる。

表 １-1 神流川圏域の一級河川

神流
かんな

川
がわ

流域 km 鏑川
かぶらがわ

流域 km

1 神流川
かんながわ

78.4 25 鮎川
あゆかわ　

33.8

2 笹川
ささがわ　

5.3 26 猿田川
さるたがわ

2.9

3 三名川
さんながわ

6.9 27 鈩沢川
たたらざわがわ　

2.3

4 境川
さかいがわ　

2.3 28 鍛冶屋沢川
かじやさわがわ

1.2

5 荒沢川
あらさわがわ

4.0

6 三波川
さんばがわ

8.2 烏川
からすがわ

流域 km

7 大沢川
おおさわがわ

2.0 29 温井川
ぬくいがわ

6.2

8 入沢谷川
いりさわたにがわ

2.5 30 中川
なかがわ

4.4

9 飯島川
いいじまがわ

2.3

10 気奈沢川
けなさわがわ

2.5

11 塩沢川
しおざわがわ

8.2

12 船子川
ふなこがわ

6.4

13 山沢川
やまざわがわ

1.5

14 間物沢川
まものさわがわ

3.1

15 東福寺川
とうふくじがわ

1.5

16 境沢川
さかいざわがわ　

1.2

17 橋倉川
はしくらがわ

2.1

18 野栗沢川
のぐりさわがわ

2.2

19 奥名郷沢川
おくなごうさわがわ

1.4

20 住居附沢川
すもうづくさわがわ

4.5

21 乙父沢川
おっちさわがわ

2.0

22 黒川
くろかわ

4.0

23 塩の沢川
しおのさわがわ

3.5

24 中ノ沢川
なかのさわがわ

3.3

河川名の順番は、下流から上流に向かっ
て合流する順番である
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第２章 　河川の現況と課題

第１節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

神流川圏域における過去の大きな水害は、昭和 22年９月カスリン台風、昭和 23年９

月アイオン台風、藤岡市で半・全壊家屋 45戸等が生じた昭和 24年８月キティ台風、昭

和 34年９月伊勢湾台風において生じている。近年では昭和 41年、昭和 57年で浸水戸

数が多く、最近では昭和 62年、平成元年、平成 10年、平成 11年で床上を伴う浸水被

害が連続して発生している。

神流川圏域における治水事業としては、昭和 33 年頃から氾濫被害のあった川を中心

に事業が実施され、温井川、鮎川、笹川、中川他で過去の洪水被害に対応した改修事業

が完了している。また、治水、利水上の要請から神流川において下久保ダムが昭和 43

年度に完成し、神流川左支川の塩沢川には塩沢ダムが平成５年度に完成している。

上流地域については、渓谷地形特有の河岸浸食や土石流被害等に対して災害復旧事業

を行っており、局部的な対応を実施してきている。

こうした治水施設の整備により大きな水害は減少しているものの、都市化の進行する

地域等では最近でも浸水被害が発生している状況である。近年における神流川圏域の被

害状況は、表２－１のとおりである。

表 2-1　　近年における神流川圏域の水害発生状況（家屋・農地被害）

発生年月日 原  因 日雨量 全壊流出 半壊 床上浸水 床下浸水 農地浸水 宅地等浸水

(mm) （棟） （棟） （棟） （棟） (ha) (ha)

S41.9.24～25 台風26号 122 58 300 63.0 263.0

S49.8.17～9.10 台風14,16,18号 108 3 89 85.2 35.7

S56.8.21～8.23 台風15号 204 3 36 3.0

S57.7.5～8.3 台風10号 211 1 90 1136 138.0 133.0

S57.910～9.13 台風18号 154 80 1.4 7.5

S61.9.2～9.13 台風15号 168 7 0.1

S62.8.4～8.15 台風 5号 29 3 138 6.0

H1.7.24～8.7 豪　　雨 78 3 124 26.7

H1.8.12～8.20 台風14号 33 142 21.2

H1.8.24～8.28 台風17号 63 6 1.9

H10.9.14～9.18 台風 5号 190 2 39 0.4

H11.8.10～8.20 豪　　雨 186 4 3 92 1.0

※雨量は、気象庁の藤岡観測所、万場観測所、国土交通省の三岐観測所による圏域平均日雨量
※被害は、水害統計（国土交通省河川局）
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第２節 河川の利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

神流川圏域の上流域では、上水道、マス等の養魚用水、地場産業である石材の洗浄用

水として利用されており、下流域では、川沿いの農業用水として利用されている。

圏域においては、水需要に対応して下久保ダムが建設され、東京都、埼玉県への水道、

工業用水として使用されている。また、塩沢ダムも建設され、万場町の水道用水に利用

されている。

発電については、神流川の流水が下久保ダムで利用されているほか、信濃川水系
みなみあいき

南相木川の最上流部に上部ダム、上野村における神流川最上流部に下部ダムを持つ純揚

水式発電所の建設が進められている。

下久保ダム下流の三波石峡において無水区間が生じていたが、放流口を変更すること

で清流が復活している。

第３節 河川環境の整備と保全に関する事項

神流川圏域の上流部の山地は、ブナ等の天然広葉樹とヒノキやスギの植林された針葉

樹からなる樹林帯とその間を流れる渓流河川により形成される。山林にはツキノワグマ

等のほ乳類、クマタカやアオバト等の鳥類が生息し、川にはヤマメ、イワナ、カジカ、

ギバチ等の魚類が見られる。

圏域の下流部は、神流川本川も河床勾配が緩やかになり掘込河道から築堤河道へと形

態を変え、都市部や田園地帯を流れる河川が多くなる。魚類ではウグイやオイカワ、シ

マドジョウ、フナ等が生息し、ススキやヨシ等の植物が見られる。また、藤岡市内の河

川でヤリタナゴ（藤岡市天然記念物）の生息が確認されており、生息環境改善を図るた

め、ヤリタナゴが好む淵等をつくる試みを行っている。

水質観測地点として、下久保ダム上流の万場町の森戸橋があり、Ａ類型に指定されて

いる。水質測定結果は環境基準の BOD2mg/lを下回っており、きれいな水質である。

生活環境としては、神流川の河原に子供達が集まり、お雛様を運び込んで遊ぶ上野村

の伝統行事「おひながゆ」、数百匹の鯉のぼりを神流川の上に泳がせる万場町の鯉のぼ

り祭り、お盆に温井川で行われる灯籠流し等の場として、人々に広く利用されている。

また、多くの河川で漁業権が設定されており、アユ、ヤマメ等の釣場として多くの釣り

人が訪れている。

河川に係わる市民活動としては、ホタル祭りや三波川におけるヤマメ、カジカ等の保

護を目的とした活動、河川に石を戻す活動及び河川愛護団体による清掃活動等が行われ

ている。
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第３章 　河川整備計画の目標に関する事項

第１節 計画対象区間及び計画対象期間に関する事項

　計画対象区間は、一級河川の県管理区間とする。

　計画対象期間は、河川事業の完成によって効果が期待できる今後概ね 20 年間とす

る。

　本計画は現時点の圏域の自然・社会状況に基づき策定するものであり、計画対象期

間内に大規模な災害の発生等により状況の変化が生じた場合は、適宜見直しを行う。

第２節 洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項

神流川圏域において、最近、家屋浸水を含む洪水被害を発生させた平成１１年８月の

豪雨と同じ洪水による氾濫を防止することを目標とする。なお、都市化が進み、川沿い

に資産の集中する温井川下流については、概ね３０年に１回程度発生すると予想される

洪水による氾濫を防止することを目標とする。

第３節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

神流川圏域の河川において、水質、動植物の生息・生育に配慮した水環境の保全のた

め、そして河川水の利用が支障なく行われるために最低限維持する流量の具体的数値に

ついては、健全な水循環系の構築ならびに適正な水利用のあり方等について今後慎重に

検討しつつ定めることとし、このために必要となる流量調査、水利用実態調査等を行い

詳細な河川水の利用状況の把握に努める。

第４節 河川環境の整備と保全に関する事項

神流川圏域の上流部は、自然豊かな森林や渓流に恵まれ多くの動植物が生息生育して

いる地域であることから、三波石峡に代表される渓谷景観や動植物の生息生育環境を可

能なかぎり保全する。

下流部の河川は、流域の市街化が進む中で自然をとどめながら、水辺利用もされてい

るため、地域の方々の意見も聴きながら気軽に川に親しむことができる水辺空間の整備

を行なうとともに、動植物の生息生育環境を維持するような整備の実施に努める。
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第４章 　河川整備の実施に関する事項

第１節 河川工事の目的、種類及び施行の場所

　河川整備計画の目標を達成するための方策として、次のとおり、河川の整備を効果的

かつ経済的に実施する。

　また工事の実施にあたっては、河川の水利用の現状を調査し、支障なく適正な水利用

が行なえるよう考慮する。
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烏
川

[温井川]

温井川は過去に改修が実施されたが、その後土地区画整理事業など流域内の市街化が

進み、温井川の河道だけでは十分な河積の確保が困難であることから、藤岡市の下水道

雨水計画と連携し、温井川については河床掘削と河道の拡幅を実施することにより概ね

３０年に１回程度発生すると予想される洪水を安全に流下させる。

実施にあたっては、施工区間の生息生育環境の維持や
 こくぞう  

虚空蔵橋付近での灯籠流し等の

水辺利用に配慮することとし、河床掘削部は既設の護岸を活かし、拡幅部は植生回復の

ために多孔質なブロック等を使用するとともに、石や木等で自然な水際になるよう工夫

し、良好で自然豊かな水辺を整備する。

施工区間 虚空蔵橋～中川合流点

延　　長 Ｌ＝１，７８０ｍ

整備内容 河床掘削、根継工、護岸工

計画流量配分図

L=1,780m

 128m3/s・  163m3/s・

中川 虚
空
蔵
橋
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第２節 河川の維持管理の種類

神流川圏域の河川においては、日常的に以下のような維持管理を行う。

・土砂が堆積し、洪水の流下の阻害となるなど治水上の支障となる場合は、河川環境にも配

慮しつつ、堆積土の除去、立木の伐採、草刈り等の必要な対策を行う。

・護岸の亀裂など河川管理施設の異常を早期に発見するため、定期的な河川巡視を行うとと

もに、河川管理上支障となる場合には、速やかに修繕等の必要な対策を行う。

・取水堰や橋梁等の許可工作物で、洪水時の河床洗掘や河川断面の阻害など河川管理上支障

となるものについては、施設管理者と調整し適切な処置に努める。また、施設の新築や改築

にあたっては、施設管理者に対して治水上の影響を考慮のうえ河川環境にも配慮するよう指

導する。

・地域住民と協力して河川環境の保全を行うため、草刈や河川清掃等の河川愛護活動を積極

的に支援する。

・ 塩沢ダムについては、ダム本体、貯水池及びダムに係わる施設等を常に良好に保つために

必要な計測・点検を行い、その機能の維持に努める。
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第５章 　河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項

第１節 河川情報の提供に関する事項

・河川整備目標の実現までには長期間を要すること、また、計画を上回る規模の降雨が発生

する可能性もあるため、降雨の状況や河川水位の情報をリアルタイムで収集し、関係機関と

地域住民が行う水防活動等の対策の支援、及び洪水発生時に適切な行動ができるよう正確か

つ迅速に提供し、被害の軽減を図る。

・インターネットの利用、パンフレットの配布、イベントの開催等により、河川事業の紹介

など河川に関する情報の提供を行い、河川事業に関して広く理解を得られるように努める。

第２節 地域や関係機関との連携等に関する事項

・神流川圏域全体を視野に入れて適正な河川管理を行うため、開発行為や土地利用について

関係市町村や関係機関と連携を図る。

・良好な河川環境を保全していくためには、地域住民の理解と協力がなくてはならないこと

から、地域住民との連携及び協力体制の確立に努める。

・油等の流出による水質事故が発生した時は、事故状況の把握、関係機関への連絡、被害の

拡大防止措置、河川や水質の監視、事故処理等を迅速に原因者や関係機関と協力して行う。

・河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、健全な水循環系の構築及び適

正な水利用のあり方等について、関係機関と協力して検討を行うとともに、水利用実態調査

等を実施する。また渇水時には、関係機関と連携し被害の軽減を図る。



 

 

 

 

神流川圏域河川整備計画 
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流域の主要な自然環境

魚介類（出典：水辺の国勢調査 H6,H7,H13（群馬県））
河川名 神流川 猿田川 温井川

❶入沢川 ❷猿田川 ❸虚空蔵橋
地点名

合流点上流 鮎川合流点 平瀬 マコモ帯

生
活
型

№ 魚名 (H6) (H7) (H13)

1 アブラハヤ 8
2 ウグイ 290 21

3 オイカワ 14 208 18 13

4 オオクチバス 2

5 カジカ（大卵型） 37

6 ギバチ 41

7 キンブナ 13

8 ギンブナ 21 7 7

9 ゲンゴロウブナ 1

10 コイ 1 3

　 コイ（ヒゴイ） 1

11 シマドジョウ 33 128

12 スナヤツメ 1
13 タイリクバラタナゴ 2

14 タモロコ 1 9 11

15 ドジョウ 38 10

16 ブルーギル 1

17 モツゴ 17 7

18 ヤマメ 7

8 ニゴイ 1

純
淡
水
魚

10 ナマズ 2

15 ジュズカケハゼ 1回
遊
魚16 トウヨシノボリ 12 1

1 カワニナ 13 1

2 サワガニ 1
3 チリメンカワニナ 1

4 ヒメタニシ 2

5 マシジミ 1

エ
ビ
・
カ
ニ

・
貝
類

6 アメリカザリガニ 3 6

神流川圏域で確認された魚類（出典：川と湖の魚（保育社））

神流川圏域における植生分布（出典：良好な自然環境を有する地域、学術調査報告書）

②鬼石町

諏訪地域

⑧天丸山

・赤岩峠周辺

⑩カマガ沢及び

諏訪山周辺

⑪谷津田

池沼溜池群

藤岡地区

川、湖沼、

水田または

そのふちに生息

対応資料なし 対応資料なし 対応資料なし 池沼溜池周辺：

ヒシ、コオニビシ、

コガマ、マコモ、ヨ

シ、カサスゲ

山野に生息

照葉樹林

アラカシ林（93）
天丸山周辺： テバコモミジ
ガサ（92-95）
赤岩峠周辺： ハコネコメツ
ツジ（国・県 R）、ウラジロヒ
カゲツツジ（国・県 R）、アズ
マツリガネツツジ、キンレイ

カ（94）

キンレイカ、ハコネコ

メツツジ（国・県 R）、
ウラジロヒカゲツツジ

（国・県 R）、ミヤマノ
ジズリ、イワウチワ

藤岡市緑埜：

照葉樹林（アラカ

シ林）（93）

動物生息確認地域（出典：良好な自然環境を有する地域、学術調査報告書）

　①,③,⑥
流域

④
桜山
地域

⑤
三波
石峡
周辺

⑦奥多野地域
（二子山・諏訪山周辺）

⑧天丸山
・赤岩峠周辺

⑨
北沢
地域

⑩カマガ沢及び
諏訪山周辺

⑪
谷津田

池沼溜池群
藤岡地区

⑫藤岡市
鮎川上流周辺

哺
乳
類

①神流川流域

神流川橋付近：

　カヤネズミ（96.7）
新幹線鉄橋付近：

　カヤネズミ（96.7）
上戸塚藤武橋付近：

　カヤネズミ（96.7）
牛田八高線鉄橋付近：

　カヤネズミ（96.7）
③鬼石町神流川

上武橋付近

　カヤネズミ（95.12）

イタチ、ムササビ、アカ

ネズミ、ハカネズミ、モグ

ラ、ヒミズ

　 ヒメヒミズ、ホンシュウヒミズ、ホンドアカネズミ、ホンドヒ

メネズミ、ホンドハタネズミ、ノウサギ、ホンドタヌキ、ホ

ンドイタチ、ニホンイノシシ、（95．4-9）
叶山・二子山周辺： ツキノワグマ、キツネ、ヤマネ、リ
ス、モモンガ、コウモリ（74）

　 　 カマガ沢： ニホンイノシシ、ホンシュウジカ、ニホンカモシカ、ツキノワグマ、ノウサギ、テン、
ホンシュウモモンガ（93.10）
諏訪山周辺： ニホンイノシシ、ホンシュウジカ、ニホンカモシカ、タヌキ、キツネ、ホンシュウ
ヒミズ、ホンドヒメネズミ、ホンドアカネズミ（93.10）
長戸沢上部： ホンシュウヒミズ、カゲネズミ、ニホンカモシカ（93.5-8）
中之沢林道周辺： ホンシュウヒミズ、ホンドヒメネズミ、ホンドアカネズミ、 カゲネズミ、ノウサ
ギ、テン（93.5-8）
葡萄沢周辺： ホンシュウヒミズ、ホンドヒメネズミ、ホンドアカネズミ、ホンドタヌキ（93.5-8）

　 御荷鉾山・赤久縄山： ホンシュウトガリネズミ、ホンシュウジネ
ズミ、ニホンカワネズミ、ホンシュウヒミズ、アズマモグラ、ニホ

ンキクガシラコウモリ、イエコウモリ、ニホンコテングコウモリ、

キュウシュウノウサギ、ニホンリス、ホンシュウモモンガ、ニッコ

ウムササビ、ヤマネ、ホンドハタネズミ、ホンドアカネズミ、ホン

ドヒメネズミ、ホンシュウカヤネズミ、ニホンツキノワグマ、ホン

ドタヌキ、ホンドキツネ、ホンドイタチ、ニホンアナグマ、ニホン

イノシシ（75）
あずさ沢： ヒメネズミ、カヤネズミ、カワネズミ、テングコウモ
リ、キュウシュウノウサギ、リス、モモンガ、ムササビ、ヤマネ、

ツキノワグマ、イノシシ、キツネ（75）

鳥
類

　 シジュウカラ、ヤマガラ、

エナガ、スズメ、ヒヨドリ、

オナガ、カラス

三波石峡周辺：

サンコウチョウ、

キビタキ、オオル

リ、クロツグミ

下久保ダム周

辺： カワセミ、コ
ガモ、オナガガ

モ、マガモ、カル

ガモ、オシドリ、

タカ類

オオタカ、クマタカ（国Ｒ）、ノスリ、アオバト、キジバト、

アオゲラ、アカゲラ、コゲラ、ツバメ、イワツバメ、キセキ

レイ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、モズ、ミソサザイ、クロツ

グミ、ウグイス、キクイタダキ、シジュウカラ類、ゴジュウ

カラ、メジロ、ホオジロ、マヒワ、イカル、スズメ、カケ

ス、ハシブトガラス（95．4-10）、コサギ、トビ、エナガ、
アトリ、ベニマシコ、ウソ、ハシボソガラス、キジ、カマク

グリ、ルリビタキ、ジョウビタキ、ツグミ（92）、コジュケ
イ、カシラダカ、カワラヒワ、ヤマドリ、ジュウイチ、ツツ

ドリ、カワガラス、トラツグミ、ヤブサメ、 シロハラ、セン
ダイムシクイ（91）、ヨタカ、オオルリ（90）
叶山・二子山周辺： マグゾタカ、ハチクマ、ウズラ、オ
オアカゲラ、ブッポウソウ、ホトトギス、カッコウ、クロジ、

キビタキ、ヤマセミ（74）

天丸山付近： コマドリ、ヤマドリ、ツバメ、ゴ
ジュウカラ、マミジロ（81）、 メボソムシクイ、
カッコウ、カワガラス（79）、ノスリ、クマタカ
（国Ｒ）、ルリビタキ、アオバト、キジバト、ホ

シガラス、ジュウイチ、ツツドリ、ホトトギス、ヨ

タカ、アカゲラ、コゲラ、イワツバメ、キセキ

レイ、ヒヨドリ、ミソサザイ、コルリ、ジョウビタ

キ、クロツグミ、ツグミ、ヤブサメ、ウグイス、

センダイムシクイ、キビタキ、オオルリ、シジ

ュウカラ類、メジロ、ホオジロ類、イカル、カ

ケス、ハシブトガラス、セグロセキレイ、エナ

ガ（77）、キクイタダキ、コジュケイ（75）

コマドリ、クロツグ

ミ、オオルリ、ウグ

イス、イワツバメ、

アマツバメ、ヒガ

ラ、シジュウカ

ラ、エナガ、アカ

ハラ、メボソムシ

クイ、ミソサザイ、

キジバト 、コゲ

ラ、キセキレイ

クマタカ（国Ｒ）、アオバト、ホシガラス、ノスリ、キジバト、アオバト、ホトトギス、コゲラ、キセキ

レイ、ヒヨドリ、ミソサザイ、ルリビタキ、トラツグミ、クロツグミ、ヤブサメ、ウグイス、センダイム

シクイ、オオルリ、コガラ、ヒガラ、ヤマガラ、シジュウカラ、ゴジュウカラ、ホオジロ、イカル、

カケス、ハシブトガラス（92．5～93．1）

カイツブリ、ダイサギ、コサギ、アオ

サギ、オシドリ、マガモ、バン、カル

ガモ、コガモ、オカヨシガモ、ヒドリガ

モ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホシ

ハジロ、キンクロハジロ、トビ、キジバ

ト、ホトトギス、カワセミ、アカゲラ、コ

ゲラ、ヒバリ、ツバメ、キセキレイ、ハ

クセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨド

リ、モズ、ジョウビタキ、ツグミ、ウグイ

ス、シジュウカラ、ホオジロ、カシラダ

カ、カワラヒワ、スズメ、カケス、ハシ

ボソガラス、ハシブトガラス（96.6-
12）

赤久縄山： ウグイス、ホオジロ、カケス、センダイムシクイ、カ
ワラヒワ、ヒヨドリ、クロツグミ、コジュケイ、カワガラス、ヒガラ、

ヤマドリ、アオジ、アカハラ、ビンズイ、シジュウカラ、キジバト

（75）
あずさ沢： ウグイス、ミソサザイ、シジュウカラ、コマドリ、クロツ
グミ、センダイムシクイ、ヒヨドリ、コジュケイ、ヤマドリ、キジ、キ

ジバト、カッコウ、ツツドリ、ホトトギス、コノハヅク、フクロウ、ヨ

タカ、アカショウビン、ヤマセミ、アカゲラ、キセキレイ、セグロ

セキレイ、カワガラス、ジョウビタキ、トラツグミ、メボソムシク

イ、センダイムシクイ、オオルリ、サンコウチョウ、コガラ、ヒガ

ラ、ヤマガラ、エナガ、メジロ、ホオジロ、カケス、ハシブトガラ

ス（75）

両
生
類
・
爬
虫
類

　 ヤマカガシ、シマヘビ、

ヤマアカガエル

カジカガエル、ヤ

マアカガエル、ヒ

キガエル、アマ

ガエル、イモリ

神流川流域： カジカガエル
白水沢： ナガレタゴガエル（92）ハコネサンショウウ
オ、ヤマアカガエル（95．5）、ヒキガエル（94）
間物沢川下流： カジカガエル、ヒキガエル（95．5）
間物沢川上流： ナガレタゴカエル（）、ヒダサンショウ
ウオ、ヤマアカガエル、ヒキガエル（95.11）
志賀坂峠付近： ナガレタゴカエル（）（95.11）、ヒダサ
ンショウウオ、ハコネサンショウウオ(74)
叶山・二子山周辺： マムシ、シマヘビ、ヤマカガシ、
アオダイショウ、ジムグリ、トカゲ、カナヘビ

野栗沢： ナガレタゴガエル、ヒダサンショウ
ウオ、ハコネサンショウウオ、ヒキガエル、ヤ

マアカガエル、タゴガエル、カジカガエル

（94.2-12）
野栗沢川及び上流地域： ナガレタゴガエ
ル、ハコネサンショウウオ、ヒキガエル、ヤマ

アカガエル、タゴガエル、カジカガエル

（93）
所の沢： ヒキガエル、ヤマアカガエル、カ
ジカガエル（93）
奥名郷沢川： ハコネサンショウウオ、ヒダサ
ンショウウオ、ヒキガエル、ヤマアカガエル、

カジカガエル（93）
赤岩沢： ナガレタゴガエル（93）
小丸沢： ナガレタゴガエル（92）

ジムグリ、ヤマカ

ガシ、アオダイシ

ョウ、マムシ、ヤ

マアカガエル、

（ハコネサンショ

ウウオ推定）

　 カナヘビ、アマガエル、シュレーゲ

ルアオガエル、トウキョウダルマガエ

ル（96.7-10）

御荷鉾山・赤久縄山：  ヒキガエル、ヤマアカガエル、タゴカ
エル、カジカガエル、シュレーゲルアオガエル、アマガエル、

シマヘビ、ジムグリ、アオダイショウ、ヤマカガシ、マムシ（76）
鮎川上流上日野地域： ナガレタゴガエル（95.3）、タカチホ
ヘビ

鮎川上流赤久縄山北： ハコネサンショウウオ
鮎川上流あずさ沢： ハコネサンショウウオ
船子川支流赤久縄山南： ハコネサンショウウオ
三波川上流東御荷鉾山： ハコネサンショウウオ

昆
虫
類

⑥鬼石町法久地域 ：
アサマシジミ（93-95）

キアゲハ、アゲハ、カラ

スアゲハ、ルリタテハ、

アカタテハ、キタテハ、

キチョウ、スジグロチョ

ウ、モンキチョウ、ヒメウ

ラナミジャノメ、コジャノ

メ、ジャノメチョウ、ルリシ

ジミ、ヤマトシジミ、ツバ

メシジミ、イチモンジセセ

リ、オオチャバネセセリ、

シャクドウクチバ、トビイ

ロリンガ、チャイロマツ

バ、ノコギリクワガタ、ミ

ヤマクワガタ、コクワガ

タ、ハムシ類、ハルゼミ

カワラバッタ、コ

ハンミョウ、コニワ

ハンミョウ、アトモ

ンミズギワゴミム

シ、ヒラタコミズギ

ワゴミムシ、ノグ

チナガゴミムシ、

ミズスマシ、ミズ

カマキリ、モンキ

マメゲンゴロウ、

マルガタゲンゴロ

ウ、トンボ類

ニシキシマメイガ等ガ類、

叶山・二子山周辺： ミヤマカラスアゲハ、ウラキンシジ
ミ、スギタニルリシジミ、ハヤシミドリシジミ、アサマシジ

ミ、スミナガシ、キベリタテハ、クジャクチョウ、オオムラ

サキ、ツマジロウラジャノメ、アオバセセリ、キバネセセ

リ、トビイロリンガ、ワタアカキリバ、ネジロフトクチバ、

ナカジロシタバ（74）

野栗沢： ウラジャノメ、ミスジチョウ、テング
チョウ、ヤマキマダラヒカゲ、チョウ類、バッ

タ類（94.6-9）

ウスバシロチョ

ウ、キアゲハ、ス

ジグロシロチ ョ

ウ、アカタテハ、

コミスジ、イチモ

ンジチョウ、アサ

マイチモンジ、サ

カハチチョウ、ル

リシジミ、ツバメシ

ジミ、ヒメウラナミ

ジャノメ、ヤマキ

マダラヒカゲ ,ガ
類（76．6）

カマガ沢付近： センチコガネ、ヤスマツトビナナフシ、キシャヤスデ、ヒメフナムシ
諏訪山付近： ガロアムシ類、キアゲハ、ミヤマカラスアゲハ、アキアカネ、（92．7．8）、キシ
ャヤスデ、ヒメフナムシ（93．9）
葡萄沢付近： テングチョウ、スジボソヤマキチョウ、ミヤマカワトンボ、カンタン（92．7．8）
御巣鷹山駐車場付近： ミヤマカラスアゲハ（92．7．8）
三俣－ぶどう峠付近： サカハチチョウ、イチモンジチョウ、ハナアブ類、フクラスズメ、アキ
アカネ（92．7．8）
カマガ沢分岐－林道ゲート付近 ：カラスアゲハ、ミヤマカラスアゲハ、キチョウ、ルリシジ
ミ、テングチョウ、クルミハムシ、オオムラサキ、コムラサキ、スジボソヤマキチョウ、スジグロシ

ロチョウ、ミドリヒョウモン、センチコガネ、ヤスマツトビナナフシ（93.7～11）
猿巻沢分岐付近： カラスアゲハ、ミヤマカラスアゲハ、コムラサキ、スジボソヤマキチョウ、
テングチョウ、シータテハ、アサマイチモンジ、ギンイチモンジセセリ、アオバセセリ、スミナ

ガシ、ムラサキトガリバ、オオノコメエダシャク、カバエダシャク、エグリヅマエダシャク、ウス

タビガ、アオバハガタヨトウ、ケンモンミドリキリガ、ミドリハガタヨトウ

オボロカヤ沢分岐付近： キマダラツマキリエダシャク、ダイミョウセセリ、シータテハ、アサマ
イチモンジ、テングチョウ

キアゲハ、スジグロモンチョウ、キタ

テハ、ヤマトシジミ、ダイミョウセセ

リ、イチモンジセセリ、コクワガタ、チ

ョウ類、バッタ類、カマキリ類、その

他（96.7-12）

御荷鉾山・赤久縄山・あずさ沢： テングチョウ、アサギマダ
ラ、ウラギンシジミ、アゲハチョウ類、シロチョウ類、シジミチョ

ウ類、タテハチョウ類、ジャノメチョウ類、セセリチョウ類、ガ類

鮎川上流上日野奈良山： アサマシジミ（93-95）
鮎川上流赤久縄山北： アサマシジミ（90）
塩沢川上流： アサマシジミ（90）
三波川上流東御荷鉾山： アサマシジミ（90）
三波川上流道祖神峠： アサマシジミ（90）

水
生
昆
虫
他

　 ゲンジホタル、ナツアカ

ネ、アキアカネ、ミヤマア

カネ、ノシメトンボ、ウス

バキトンボ、ハグロカワト

ンボ、ミヤマカワトンボ、

サナエ類

　 ダビドサナエ、オオヤマカワゲラ、キベリトウゴウカワゲ

ラ、キベリオスエダカワゲラ、ナガレトビケラ、 アミメシ
マトビケラ、カゲロウ類、カワゲラ類、ヘビトンボ、トビケ

ラ類、ガガンボ、アブ、ユスリカ、 ナミウズムシ、イトミミ
ズ（95.8）

野栗沢： オビカゲロウ（94）、ウエノヒラタカ
ゲロウ、ユミモンヒラタカゲロウ、ナミヒラタカ

ゲロウ、シロタニガワカゲロウ、キベリトウゴ

ウカワゲラ、カワゲラ類、ツメナガレトビケ

ラ、ナガレトビケラ類、ムカシトンボ、ヘビト

ンボ、トンボ類、ウスバヒメガガンボ類、ユス

リカ類、ナガレアブ類、ブユ類、サワガニ、

ナミウズムシ（94.8）

  トワダカワゲ
ラ、カワゲラ類、ト

ビケラ類、カゲロ

ウ類、ミヤマウズ

ムシ、カズメウズ

ムシ

神流川上流： ムカシトンボ、ダビドサナエ、クロサナエ、ヒメクロサナエ、カゲロウ類、カワゲ
ラ類、トビケラ類、ヒメドロムシ、マルハナノミ、ガガンボ、ユスリカ、ヒメアミカ、アブ、ブユ

湯の沢周辺： ユミモンヒラタカゲロウ、クロタニガワカゲロウ、フタスジモンカゲロウ、フサオ
ナシカワゲラ、ユビオナシカワゲラ、ヤマトカワゲラ、ヤマトクロスジヘビトンボ、シマトビケ

ラ、シコツナガレトビケラ、マルガムシ、ヒメフナムシ、キシャヤスデ、センチコガネ（94．9）、ミ
ドリカワゲラモドキ、ブユ類、ユスリカ類、シロフツヤトビケラ類、オナシカワゲラ、オオクラカ

ケカワゲラ、ミドリカワゲラ、ガガンボ（92．6-8）
大神楽沢： オビカゲロウ、セスジミドリカワゲラモドキ、ツメナガナガレトビケラ、オオハラツ
ツトビケラ、ウスラヒメガガンボ類、ホソカ類、オオクラカケカワゲラ、モンカワゲラ、オオヤマ

カワゲラ、カミムラカワゲラ、クロスジカミムラカワゲラ（92．6-8）
カマガ沢： ナガレトビケラ、コヤマトビケラ、クロツツトビケラ、オンダケトビケラ、ミネトワダカ
ワゲラ、ミヤマノギカワゲラ、マダラカゲロウ類、ヒラタカゲロウ類、アサカワミドリカワゲラモド

キ、ヒゲナガカワトビケラ、ナカハラシマトビケラ、シマトビケラ類,その他（92．6-8）

チョウトンボ、ハグロトンボ、コシマゲ

ンゴロウ、トンボ類、アメンボ類、ゲン

ゴロウ類、その他

鮎川上流部： トワダカワゲラ
船子川支流： トワダカワゲラ
あずさ沢： ナミウズムシ、ムカシトンボ
船子川支流： ナミウズムシ、ミヤマウズムシ

ウグイ（神流川中流で多く確認） オイカワ（猿田川で多く確認）

丸数字・・・河川環境情報図における観測地点番号

（　　）内の数字・・・確認年

県 R：県植物レッドリストの絶滅危惧 I類
国 R：環境賞レッドリストの絶滅危惧 Ia,Ib類

ヤリタナゴ：藤岡市天然記念物

（藤岡市内の河川だけで確認）

丸数字・・・河川環境情報図における観測地点番号

（　　）内の数字・・・確認年.月
国 R：環境賞レッドリストの絶滅危惧 Ia,Ib類

単位：個体数

丸数字・・・河川環境情報図における観測地点




